












































































































設は全国で 82 にすぎなかったが、74 年には 500 を超え、2000 年には 2000 を数えた 9。それ以降、
伸び率は大きく鈍化しており、地域創造が平成 26 年（2014 年）に行った調査によると、調査




2033 のホールの内訳だが、客席数の平均値は 673.3 席、規模としては席数 300 席から 400
席が最も多い。主たる使用目的としては多目的が 77.9％で最も多いのに対し、オペラ（31.4％）、
ミュージカル（40.7％）といった複合的な要素を必要とする演目が上演可能なホールは限定さ











































についてもう少し詳しくみてみよう。2017 年には日本全国で 1064 回のオペラ上演があった。
内訳は海外からの招聘公演が 40 回、教育研究機関による公演が 56 回で、残りの 968 回が国
内団体によるものである 11。このうち東京で行われたものは 390 回と突出して多く、他にも大




えると、新国立劇場が 54 回（うち２回は他公演）と突出して多く、次いで日生劇場（24 回）、
びわ湖ホール（13 回）となっている。一方、公演数が最も多いカンパニーはオペラシアター
こんにゃく座で、総数は 231 回（うち 756 席以上の大規模会場で行われた公演は 66 回）となっ
ており、日本のオペラ公演のおよそ 5 分の 1 はこんにゃく座が担っているということになる。
東京二期会（24 回）、藤原歌劇団（16 回、同一財団の傘下にある日本オペラ協会の 3 回も含む）
がこれに続く 13。
ところで、上記の比較的大きな公演主体の公演数の総数は 362 回となるが、これはオペラ




































オペラ彩は 7 人の声楽家が結集し 1984 年にスタートした朝霞オペラ振興会を源流に持つ。
2003 年に現在の名称に変更し、毎年一作、本格的なオペラを上演している。若手やベテラン
をバランスよくキャスティングした緻密な舞台は高い評価を得ており、佐川吉男音楽賞奨励賞
（《トゥーランドット》、平成 18 年度）、三菱 UFJ 信託音楽賞奨励賞受賞（《ナブッコ》、平成 19












































98 年からは会場をコミュニティセンターから席数 922 人の朝霞市民会館ゆめぱれす大ホー
ルへと移し公演規模を拡大した。この会場での上演は 2001 年の第 17 回公演《フィガロの結婚》


































る理事会を置いた。また正会員（入会金 10,000 円、年会費 30,000 円、議決権、招待券あり）、






























公演の収支内訳はどのようになっているだろうか。以下は 2017 年 12 月 23・24 日に行われ
た第 34 回定期公演《トゥーランドット》の決算である。
　 収入の部 支出の部
出演費 　 9,160,277 
音楽費 　 1,233,253 
文芸費 　 1,803,000 
舞台費 　 6,160,000 
練習会場費 　 20,660 
運搬費 　 150,000 
賃金・旅費 　 202,976 
報償費 　 200,000 
雑役雑費 　 1,548,905 
会場整理賃金 　 31,500 
児童合唱 　 60,000 


























チケットの価格設定についてみておくと、全席指定で S 席 10,000 円、A 席 8,000 円、B 席 7,000































































































ナーレとして 2019 年秋の次回開催も予定されていた。しかし 2017 年に就任した大井川知事は
“芸術祭による地域振興は一過性”という理由で見直しを表明、2019 年 3 月には「地域の発展
への効果」が疑問だとして中止が発表された 27。とはいえ県北芸術祭は 2 か月余りの開催期間
で 77 万人が訪れ、35 億円の経済効果を生んだと試算されており、集客に関してはヨコハマト
リエンナーレ 2014 の 21 万人、あいちトリエンナーレ 2016 の 60 万人という都市型芸術祭を凌
ぐ成果を上げていた 28。
県北芸術祭では山岳部と沿岸部の広域にわたって作品が展開されたが、会場の一つとなっ






























































1　筆者の研究グループは平成 22 ～ 24 年度科学研究費助成事業「歌劇場の分析を通してみるドイツの文化・
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8　この経緯は以下に詳しい。徳永高志『公共文化施設の歴史と展望』晃洋書房、pp132-134。
9　調査方法や定義によってこの数字には多少のばらつきがある。ここでは「芸団協 Journal」Vol.11、2003
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グアーツ実行委員会（東海市芸術劇場多目的ホール）。
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決すべき課題も多くあるようだ。公益財団法人　全国公立文化施設協会「平成 27 年度 劇場・音楽堂等人
材育成フォーラム　～劇場・音楽堂等の人材育成と専門人材確保における課題と新たな仕組みづくり～」
実施報告書。
